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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 13日 (2005.9.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 二 座 ホ ス フ ァ イ ト 、 二 座 ホ ス フ ィ ナ イ ト 、 お よ び 二 座 ホ ス フ ィ ン よ り な る 群 か ら 選 択 さ
れ た 少 な く と も １ 種 の 二 座 リ ン 含 有 配 位 子 を 、 ニ ト リ ル 溶 媒 と ニ ッ ケ ル よ り も 陽 性 で あ る
還 元 性 金 属 と の 存 在 下 で 、 塩 化 ニ ッ ケ ル と 接 触 さ せ る 工 程 を 含 み 、 前 記 塩 化 ニ ッ ケ ル は 前
記 還 元 性 金 属 に 関 し て モ ル 過 剰 で あ る こ と を 特 徴 と す る ヒ ド ロ シ ア ン 化 触 媒 の 調 製 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 水 和 塩 化 ニ ッ ケ ル を 約 ２ ０ ０ ～ 約 ２ ４ ０ ℃ で １ ２ 時 間 未 満 に わ た っ て 処 理 す る 工 程 を 含
む こ と を 特 徴 と す る 無 水 塩 化 ニ ッ ケ ル の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 噴 霧 乾 燥 機 か ら 単 離 し た Ｎ ｉ Ｃ ｌ ２ 二 水 和 物 を 次 に 、 熱 油 供 給 に よ っ て ２ ４ ４ ℃ に 間 接
的 に 加 熱 し て 、 そ れ よ り 約 １ ０ ℃ 低 い バ ル ク 温 度 を も た ら す 熱 処 理 機 中 へ 連 続 的 に 供 給 し
た こ と を 除 い て 、 実 施 例 ２ １ の 手 順 を 繰 り 返 し た 。 熱 処 理 機 中 の 圧 力 を 大 気 圧 よ り も わ ず
か に 下 に 維 持 し た 。 熱 処 理 機 か ら 排 出 さ れ た 無 水 生 成 物 は 、 １ 重 量 パ ー セ ン ト 未 満 Ｈ ２ Ｏ
の 残 留 水 分 を 含 有 し た 。 約 ８ ０ ℃ の 反 応 温 度 で を 除 い て 、 実 施 例 １ の そ れ と 同 様 な 触 媒 調
製 に 使 用 し た 時 、 こ の 材 料 は ６ ２ ％ 転 化 率 を も た ら し た 。
　 以 下 に 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 を 示 す 。



１ ． 　 二 座 ホ ス フ ァ イ ト 、 二 座 ホ ス フ ィ ナ イ ト 、 お よ び 二 座 ホ ス フ ィ ン よ り な る 群 か ら 選
択 さ れ た 少 な く と も １ 種 の 二 座 リ ン 含 有 配 位 子 を 、 ニ ト リ ル 溶 媒 と ニ ッ ケ ル よ り も 陽 性 で
あ る 還 元 性 金 属 と の 存 在 下 で 、 塩 化 ニ ッ ケ ル と 接 触 さ せ る 工 程 を 含 み 、 前 記 塩 化 ニ ッ ケ ル
は 前 記 還 元 性 金 属 に 関 し て モ ル 過 剰 で あ る こ と を 特 徴 と す る ヒ ド ロ シ ア ン 化 触 媒 の 調 製 方
法 。
２ ． 　 前 記 還 元 性 金 属 が Ｎ ａ 、 Ｌ ｉ 、 Ｋ 、 Ｍ ｇ 、 Ｃ ａ 、 Ｂ ａ 、 Ｓ ｒ 、 Ｔ ｉ 、 Ｖ 、 Ｆ ｅ 、 Ｃ
ｏ 、 Ｃ ｕ 、 Ｚ ｎ 、 Ｃ ｄ 、 Ａ ｌ 、 Ｇ ａ 、 Ｉ ｎ 、 お よ び Ｓ ｎ よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を
特 徴 と す る １ ． に 記 載 の 方 法 。
３ ． 　 前 記 ヒ ド ロ シ ア ン 化 触 媒 か ら 未 反 応 塩 化 ニ ッ ケ ル を 分 離 す る 工 程 を さ ら に 含 む こ と
を 特 徴 と す る ２ ． に 記 載 の 方 法 。
４ ． 　 前 記 還 元 性 金 属 が Ｚ ｎ ま た は Ｆ ｅ で あ る こ と を 特 徴 と す る ２ ． に 記 載 の 方 法 。
５ ． 　 前 記 触 媒 調 製 が ３ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 温 度 で 、 お よ び ５ ～ ５ ０ ｐ ｓ ｉ ａ （ ３ ４ ～ ３ ４ ０
ｋ Ｐ ａ ） の 圧 力 で 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ４ ． に 記 載 の 方 法 。
６ ． 　 前 記 触 媒 調 製 が ５ ０ ～ ９ ０ ℃ の 温 度 で 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ５ ． に 記 載 の 方
法 。
７ ． 　 塩 化 ニ ッ ケ ル 対 還 元 性 金 属 の モ ル 比 が １ ． １ ： １ ～ ５ ０ ： １ で あ る こ と を 特 徴 と す
る ６ ． に 記 載 の 方 法 。
８ ． 　 塩 化 ニ ッ ケ ル 対 還 元 性 金 属 の 前 記 モ ル 比 が ２ ： １ ～ ２ ５ ： １ で あ る こ と を 特 徴 と す
る ７ ． に 記 載 の 方 法 。
９ ． 　 前 記 二 座 リ ン 含 有 配 位 子 が 式
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、
　 Ｒ １ は 、 非 置 換 ま た は １ 個 も し く は 複 数 個 の Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル も し く は Ｃ １ ～ Ｃ １

２ ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 、 非 置 換 ま た は １ 個 も し く は 複 数 個 の Ｃ １ ～ Ｃ １ ２

ア ル キ ル も し く は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ た ナ フ チ ル で あ り 、
　 Ｚ お よ び Ｚ １ は 、 式 Ｉ 、 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ お よ び Ｉ Ｖ を 有 す る 基 よ り な る 群 か ら 独 立 し て 選
択 さ れ る ：
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式 中 、
　 Ｒ ２ お よ び Ｒ ９ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １ ～ Ｃ

１ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ ３ お よ び Ｒ ８ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １ ～ Ｃ

１ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ ４ お よ び Ｒ ７ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １ ～ Ｃ

１ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ ５ お よ び Ｒ ６ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １ ～ Ｃ

１ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ る ；
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式 中 、
　 Ｘ は Ｏ 、 Ｓ 、 ま た は Ｃ Ｈ （ Ｒ １ ８ ） で あ り 、
　 Ｒ １ ０ お よ び Ｒ １ ７ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １

～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ １ １ お よ び Ｒ １ ６ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １

～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ １ ２ お よ び Ｒ １ ５ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １

～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ １ ３ お よ び Ｒ １ ４ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 お よ び Ｃ １

～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ か ら 選 択 さ れ 、 そ し て
　 Ｒ １ ８ は Ｈ ま た は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル で あ る ；
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式 中 、
　 Ｒ １ ９ お よ び Ｒ ２ ０ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ お よ び Ｃ Ｏ ２ Ｒ ２ １ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ ２ １ は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 ま た は 非 置 換 も し く は Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル 基 で 置 換 さ
れ た Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル で あ る ；
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式 中 、
　 Ａ は Ｏ 、 Ｓ 、 ま た は Ｃ Ｈ （ Ｒ ２ ４ ） で あ り 、
　 Ｒ ２ ２ お よ び Ｒ ２ ３ は 同 じ も の で あ り 、 か つ 、 Ｈ お よ び Ｃ Ｏ ２ Ｒ ２ ５ か ら 選 択 さ れ 、
　 Ｒ ２ ４ は Ｈ ま た は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル で あ り 、
　 Ｒ ２ ５ は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル で あ る ； ま た は ）
の 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る ８ ． に 記 載 の 方 法 。
１ ０ ． 　 前 記 塩 化 ニ ッ ケ ル が ３ ． に 従 っ て 調 製 さ れ た ヒ ド ロ シ ア ン 化 触 媒 か ら 分 離 さ れ た
未 反 応 塩 化 ニ ッ ケ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る ９ ． に 記 載 の 方 法 。
１ １ ． 　 前 記 塩 化 ニ ッ ケ ル が 無 水 で あ る こ と を 特 徴 と す る ９ ． に 記 載 の 方 法 。
１ ２ ． 　 前 記 無 水 塩 化 ニ ッ ケ ル が 水 和 塩 化 ニ ッ ケ ル を 約 ２ ０ ０ ～ 約 ２ ４ ０ ℃ の 温 度 で １ ２
時 間 未 満 に わ た っ て 処 理 す る 工 程 を 含 む 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る １ １ ．
に 記 載 の 方 法 。
１ ３ ． 　 前 記 水 和 塩 化 ニ ッ ケ ル が Ｎ ｉ Ｃ ｌ ２ ・ ６ Ｈ ２ Ｏ ま た は Ｎ ｉ Ｃ ｌ ２ ・ ２ Ｈ ２ Ｏ で あ
る こ と を 特 徴 と す る １ ２ ． に 記 載 の 方 法 。
１ ４ ． 　 前 記 無 水 塩 化 ニ ッ ケ ル が
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（ ａ ） 約 １ ２ ０ ～ 約 １ ５ ０ ℃ の 出 口 温 度 で 塩 化 ニ ッ ケ ル の 水 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 す る 工 程 と 、
（ ｂ ） 工 程 （ ａ ） の 前 記 生 成 物 を 約 ２ ０ ０ ～ 約 ２ ４ ０ ℃ の 温 度 で １ ２ 時 間 未 満 に わ た っ て
熱 乾 燥 す る 工 程 と
を 含 む 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る １ １ ． に 記 載 の 方 法 。
１ ５ ． 　 前 記 噴 霧 乾 燥 出 口 温 度 が １ ～ ４ ５ 秒 の 熱 暴 露 の 平 均 滞 留 時 間 で 約 １ ３ ０ ～ 約 １ ３
５ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る １ ４ ． に 記 載 の 方 法 。
１ ６ ． 　 前 記 還 元 性 金 属 が ２ ０ メ ッ シ ュ 以 下 の 粒 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る １ ５ ． に 記
載 の 方 法 。
１ ７ ． 　 水 和 塩 化 ニ ッ ケ ル を 約 ２ ０ ０ ～ 約 ２ ４ ０ ℃ で １ ２ 時 間 未 満 に わ た っ て 処 理 す る 工
程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 無 水 塩 化 ニ ッ ケ ル の 製 造 方 法 。
１ ８ ． 　 前 記 水 和 塩 化 ニ ッ ケ ル が Ｎ ｉ Ｃ ｌ ２ ・ ６ Ｈ ２ Ｏ ま た は Ｎ ｉ Ｃ ｌ ２ ・ ２ Ｈ ２ Ｏ で あ
る こ と を 特 徴 と す る １ ７ ． に 記 載 の 方 法 。
１ ９ ． 　 （ ａ ） 塩 化 ニ ッ ケ ル の 水 溶 液 を 約 １ ２ ０ ～ 約 １ ５ ０ ℃ の 出 口 温 度 で 噴 霧 乾 燥 す る
工 程 と 、
　 （ ｂ ） 工 程 （ ａ ） の 前 記 生 成 物 を 約 ２ ０ ０ ～ 約 ２ ４ ０ ℃ の 温 度 で １ ２ 時 間 未 満 に わ た っ
て 熱 乾 燥 す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る １ ７ ． に 記 載 の 方 法 。
２ ０ ． 前 記 噴 霧 乾 燥 出 口 温 度 が 、 １ ～ ４ ５ 秒 の 全 暴 露 時 間 で 、 約 １ ３ ０ ～ 約 １ ３ ５ ℃ で あ
る こ と を 特 徴 と す る １ ９ ． に 記 載 の 方 法 。

(5) JP 2005-510346 A5 2006.1.5
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